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平成24年度県下統一標語 

「目指せ！ 

日本一の地域企業力 

ふじのくにの商工会」 」 」 

県内経済は、リーマンショック以来、長期化する景 

気の低迷、円高の進展、さらには、昨年発生した東日 

本大震災などの影響により地域経済を支えている中 

小・小規模企業を取り巻く経営環境は、極めて厳しい 

状況に直面しております。国、県では中小・小規模企 

業の経営力の向上を図るため、セーフティネット貸付 

などの金融対策、雇用の安定化対策として、緊急雇用 

安定助成金制度の拡充又、新たな成長分野への展開支 

援等の様々な施策を実施しております。 

一方、地域内の商工業者や会員数の減少する中、商 

工会を取り巻く運営環境も合併等に伴い大きく変化し 

つつあります。本会は、平成１９年４月合併後、本年 

度で６年目を迎え、更なる組織・財政基盤・地域内企 

業への支援の強化が求められております。又、地域企 

業の支援ニーズは、かつての基礎的支援から、より専 

門化・高度化した支援が増加しつつあります。 

ー事業計画、予算の概要、任期満了に伴う役員改選ー 

基本方針 

重点項目 

平成24年度 

新会長あいさつ 

伊豆の国市商工会長 

土屋 龍太郎 
（土屋建設株式会社） 

～5月23日、本会通常総会が長岡総合会館アクシスかつらぎにて開催され、 

平成24年度事業計画及び予算等について審議され、原案通り承認されました～ 

Ⅰ 中小・小規模企業の経営力強化への支援「地域内事業所の振興により地域を活性化させるための取り組み」 

①巡回支援ツールを活用した巡回訪問の強化と充実 ②国・県の緊急経済・雇用対策事業等利活用の促進 

③創業・経営革新指導体制の拡充 ④ＢCＰ「災害時事業継続計画」の策定支援 

⑤農商工連携地域資源活用事業の推進 ⑥地域企業のアピール事業の推進 

Ⅱ 商工会組織・財政基盤の強化「組織の活性化、自主財源を確保するための取り組み」 

①「企業訪問隊」による巡回訪問の実施 ②各部会活動の拡充・強化の推進 

③会員増強運動の推進 ④商工貯蓄共済及び全国商工会会員福祉共済の加入促進 

⑤新たな収益事業の研究 

Ⅲ 職員の意識改革と資質向上の推進「地区内事業者からの専門化・高度化する相談に対応するための取り組み」 

①専門的資格取得の促進 ②提案型支援に対応するスキル強化の機会提供 

③人事評価による意識改革 

Ⅳ 地域活性化事業の推進「地域経済社会の維持に貢献する取り組み」 

①まちづくりへの積極的な参画による地域振興の推進 ②観光ニーズの変化に対応した地域づくりの研究 

③行政・地域関係団体との連携強化 

このような状況の中、本会では、商工会の経営改善普及 

の原点であります商工会は「行きます 聞きます 提案し 

ます」のスローガンのもと巡回訪問の強化を図り、よりき 

め細かい支援に生かすため実施いたします。又、専門的な 

支援に対しましては、企業ニーズに応えるため専門家派遣 

「中小企業支援ネットワーク」事業・「エキスパートバン 

ク」事業の利活用を強化いたします。又、地域振興事業で 

は、会員事業所のPRに繋がる事業或いは、県が推奨してい 

る地域資源を活用した農商工連携「特産品開発」による6次 

産業化への取り組み、各地域の伝統ある住民交流拡大事業 

等につきましても行政、関係団体等と連携し、より一層効 

果的に実施いたします。 

「目指せ！日本一の地域企業力 ふじのくにの商工会」 

のスローガンのもと地域企業への支援機能の強化と事業、 

組織運営の効率化に努め、地域活性化に向けて各種事業を 

積極的に推進して参ります。 

伊豆の国市商工会長に選任されました土屋です。若輩で 

はありますが、精一杯頑張りますので、皆様のご支援とご協 

力をお願い申し上げます。 

伊豆の国市商工会は、平成19年4月に、行政合併と地域 

間競争に対応するため、三商工会が合併して誕生致しまし 

た。慣れ親しんだ其々の商工会から伊豆の国市商工会へ 

の移行は、「当面は、デメリットを少なくするため必要最小限 

の統合に留め、その後、合併のメリットに向けて中味を充実 

していこうという。」という方針を、合併協議会と設立委員会 

で決めておりました。 

政治も経済も好転の兆しがありません。設立時の会員数 

1,274名が、1,144名に減ってしまいました。新規加入者を 

考慮すれば、200名を超える退会者があったことになり、退 

会理由の大半が廃業という現況であります。愈々、切羽詰 

まったという状況にあると認識しています。伊豆の国市商工 

会は、5年間かけて、会員サービスの低下等のデメリットを 

緩和し、会員相互の融和を図ってまいりました。これから 

は、統合合併のメリットを追求する第2段階に入らなければ 

ならないと考えています。 

具体的な取組みとして、経済の地域内循環の重要性を、 

訴えて参ります。「安い【市場原理の横行】から、便利だから 

という理由だけで外部から仕入れる【外製化の横行】。」こと 

は、地域の経済力が落ちていくという結果に繋がります。現 

時点では、多少問題があるけれども、仕入れ側、受入れ側 

双方が努力して地域内事業者間の取引を拡大することを、 

提案致します。 

それを可能にするのが、商工会の会員の相互理解であり 

ます。商工業者だけでは無く農業の皆さんとの交流も必要 

だと思います。事業者だけでは無く、このまちで暮らす住民 

の理解も重要であります。【地域力の結集】 

商工会は、力の弱い小規模零細事業者が、生き抜くため 

に作られた共助組織であります。役職員一丸となって共助 

力の増強に努めます。更に、事務局による経営指導等の 

サービスを適格化して、会員事業者の更なる自助努力を促 

して参ります。加えて、伊豆の国市、国及び静岡県、商工会 

連合会の絶大なご尽力をお願いする形で公助の増大を、得 

たいと考えています。 

商工会が、自助・共助・公助の増強を通じて、地域力の中 

核となることで、暮らし易いまちづくりと地域経済の活性化の 

道筋を見出したいと考えておりますので、市民の皆様並び 

に会員各位のご支援とご協力をお願いして、挨拶とさせて 

戴きます。 

◎開発商品を販売促進する機会を作り、個店の体質強化を 

図る。 
・地域は一つの業態 

商工業者、農業従事者、住民が、地域の一員として交流 地域の魅 

力づくりと、饗しの質を高める活動は、表裏一体地域が賑わって初め 

て、事業の拡大が見えてくる業種も業態の一員 

・新商品開発への意欲喚起 

地場産品に関する情報共有、開発事業者間で情報交換の場づくり 

田園景観を支える農業者の生産物を原料とした加工品、調理品を 

開発経営革新を始めとする支援策の積極活用。 

目的があって手段がある。 

・発表の場づくり 

韮山商工祭、テーマ「韮山反射炉世界遺産」 

特産品は、地元住民の支持が大前提。まず地元住民向けに試作品。 

併せて、世界遺産登録に対する住民の関心を喚起。 

加藤寛治会長お疲れ様でした。 
旧韮山町商工会の時から５期１１年にわたり会 

長職を務め、特に商工会合併にご尽力されまし 

た。 

又、静岡県商工会連合会の副会長も務め多忙 

な職務をこなし、伊豆の国市商工会に多大な貢 

献をされました。 

大変お疲れ様でした。ありがとうございました。 

49% 
28% 

13% 

10% 

予算 

24年度一般会計【平成24年4月1日～25年3月31日】 

254,001千円 

引当金その他 

23,852千円 管理費 

33,012千円 

地域総合振興費 

125,380千円 
経営改善普及事業等 

71,757千円 

反射炉が世界遺産に登録されて、どの程度の経済的メリットがあるかという議論がありま 

す。行政が頑張っただけでは、1,000万円、宿泊と土産物で1億円、地域に魅力を感じて貰 

えれば10億円という発想を持っています。 

経済効果を拡大するのは、サービスを提供する地場の事業者の努力次第です。商工会 

会員の登録支援活動は、サービスメニュー開発と捉えることを提案します。反射炉世界遺 

産登録を一過性にするか、子や孫の代まで喰える資源化するかは、我々の努力にかかっ 

ています。 伊豆の国市商工会長  土屋龍太郎 

地域に暮らす人々が将来に夢や希望を持ち、次の世代へと暮らしを引き継いで行くことこそが地域活性化の目的なのだ。そこに 

あるのは、地域が1つの「業態」として存在する姿だ。それは、「“業”の組み合わせによって最適な姿を作る努力」と言い換えても 

いい。地域を一つの「業態」として捉えることが、これからは求められるのではないだろうか。 日経コラム「辺境に輝く」より 

◎世界遺産登録推進をテーマに事業化することで、地域 

の活性化に貢献する。 

・地域の将来に対する「夢」 
我が地域が元々持っている温泉、田園景観、歴史文化等の価値 

が、世界遺産となることで、広範囲な注目を集め、新たな評価を受 

ける機会となる。温泉によって事業を営む者、田園景観に保持に 

貢献する農業者等、数百年に及ぶ歴史文化に誇りを持つ者が、 

其々の立場で自らが大切にしてきた資源を見直し、新たな評価に 

備えなければ、「夢」の実現は、難しい。 

・次世代への引継 

世界遺産登録を契機に、産業遺跡・温泉・田園景観・歴史文化等 

の資源を、地域を挙げて活用するという仕組み（業態）をつくること 

が、「夢」を継続する必須要件であり、次世代への引継を可能にす 

る。九州・山口近代化遺跡群の一員として、世界遺産登録という発 

想では、次世代への引継は、難しい。



～市民の住環境向上・商工業活性化のため、伊豆の国市民が本制度 

登録市内施工業者を利用して、新築やリフォーム工事を行い、その工 

事代を支払った場合、最高１００万円の助成金（現金・商品券）が支給 

されます (20万円までは市内限定商品券）～ 

【ただ今募集中!!】 

伊豆の国市 

住宅新築及びリフォーム助成事業 

〈訂正〉チラシ・商工会報5月号に掲載の名簿 

〔韮山地区〕(誤)「㈱韮山水道設備」 →(正)「ニラスイホーム」 
＊関係者の皆様にご迷惑をおかけしましたことをお詫びいたします。 

＊最新の登録業者の名簿は商工会HPをご覧下さい。 

http://www.izunokuni.org/ 
または商工会にお問い合わせ下さい。(949-3090) 

☆住宅新築及びリフォーム 

商品券を取り扱ってくれる 

商店・事業所 

新青年部長に西島常祥氏 (有)西島建築設計工務 

〈西島新青年部長〉 

【部　 長】 西島　常祥 （有）西島建築設計工務 
【副 部 長】 芹澤　広之 ㈲クリーニングショップ白洋舎 

【副 部 長】 前田　泰宏 （有）マエダ美化 
【常任委員（総務・正）】 佐藤　淳一 長岡自動車工業（有）

　【　　〃　（総務・副）】 熊谷　修一 （有）アイ工芸
　【　　〃　（研修・正）】 織茂　大吾 （有）オリモ

　【　　〃　（研修・副）】 武田　友良 土屋モータース
　【　　〃　（事業・正）】 大矢　健晴 晴照造園
　【　　〃　（事業・副）】 村越　英明 POMODORO　ポモドーロ 

【監　　事】 加藤幸治郎 （有）韮山電器 
【監　　事】 渡辺　精吾 （有）黒柳 
【相 談 役】 山田　康之 （有）山田設備工業所 

青年部新役員（敬称略） 

●H23年4月1日～H24年3月31日 

○新会員の皆様です。よろしくお願いします。 ＊順不同・敬称略 

☆助成金が適用される 

市内施工業者 

＜現在の施工業者登録数＞ 

121 事業所 

割烹 青あらし 

募集 パート従業員 

TEL 0558 - 76 - 9077 

●事務・その他 … 平日(２～３時間/日) 

●商品販売係 … 土・日のみ 

＊その他委細面談 

議事では任期満了に伴う役員改選が行われ、新部長に西島常祥氏が選任されました。 

また２４年度事業計画では、新事業として「このまちのみらいをつくる会」を立ち上げ、部員以外の方の意見や協力を 

頂き、継続的な地域経済の発展を目指したいと説明され、その他議案もすべて承認されました。 

総会では、優良部員表彰として熊谷修一氏（アイ工芸） 

が表彰され、本年度青年部を卒業する前部長の山田康之氏 

（山田設備工業所）、加藤幸治郎氏（韮山電器）、渡辺 

精吾氏（黒柳）の３名に感謝状が送られました。 

ー 伊豆の国市商工会青年部では、去る５月２０日（日）平成２４年度通常総会がサンバレー伊豆長岡「富士見」において開催されました ー 

伊豆の国市田京271-33 

役職名 氏名 事業所名 役職名 氏名 事業所名 役職名 氏名 事業所名 

会 長 土屋龍太郎 土屋建設㈱ 理 事 稲村 浩宣 ㈱蔵屋鳴沢 理 事 土屋 雄三 土屋建材㈱ 

副会長 秋田 辰彦 ㈲清水新聞店 理 事 林 光珠 ㈱甲子園 理 事 海老名 大 ㈲エビナ工業 

副会長 大沢 秀光 大沢電気㈱ 理 事 小林 貞博 ㈲小林酒店 理 事 飯田 俊治 ㈲飯田設備 

理 事 谷口 和範 ㈱日豊工業 理 事 深沢 久雄 ㈲福田屋商店 理 事 佐藤 正 佐藤商事㈱ 

理 事 水口 哲雄 ㈲メック 理 事 橋場 勇吉 ㈲ハシバ 理 事 杉山 大一 ㈲ダンケ 

理 事 大城 英一 ㈱大城工業 理 事 斉藤 和彦 ㈲斉藤製作所 理 事 渡辺 正明 ㈲渡辺自動車 

理 事 八木 實 八木乳販 理 事 朝香 浩 朝香工業所㈲ 理 事 西島 常祥 ㈲西島建築設計工務 

理 事 渡辺 和夫 ㈲三島屋酒店 理 事 土屋 源由 ㈲土屋製畳 理 事 天野佐代里 ㈲アルファ食品 

理 事 髙田 静男 大進プレス工業㈲ 理 事 松本 治 ㈱あやめ荘 理 事 橋本真理子 ピュアハウスワシントン 

理 事 横井 康明 ㈲横井電機工業 理 事 山口 隆良 ㈲宝山荘ゑびすや 監 事 西島 嘉道 ㈲西島建築設計工務 

理 事 尾崎 貢 ㈱尾崎組 理 事 宮内 眞 ㈱良酒倉庫宮内酒店 監 事 與五澤 孝 ㈲ヨゴサワ薬局 

理 事 福嶋 金正 福嶋建築 理 事 田島 治夫 ㈱豪匠 

地 区 事 業 所 名 Ｔ Ｅ Ｌ 
土 手 和 田 山 下 畳 店 0 5 5- 9 4 9 -3 5 2 8 

山 木 ㈱ 韮 山 鐵 工 所 0 5 5- 9 4 9 -2 6 6 9 
〃 ㈲ 高 井 組 0 5 5- 9 4 9 -2 3 9 2 
〃 勝 亦 組 0 5 5- 9 4 9 -1 0 9 2 
〃 ㈲ 和 田 商 事 0 5 5- 9 4 9 -0 9 8 5 

奈 古 谷 江 間 板 金 0 5 5- 9 4 9 -0 1 0 5 
長 崎 ㈱ 尾 﨑 組 0 5 5- 9 4 9 -0 0 3 8 
原 木 ㈲ 中 西 組 0 5 5- 9 4 9 -8 4 6 8 

四 日 町 ㈱ 石 井 組 0 5 5- 9 4 9 -1 4 3 4 
〃 ㈲ オ リ モ 0 5 5- 9 4 9 -2 2 8 2 
〃 ㈲ 白 石 工 務 店 0 5 5- 9 4 9 -1 3 6 6 
〃 伊 豆 造 園 土 木 0 5 5- 9 4 9 -2 7 9 4 

中 條 ㈱ 韮 山 工 業 0 5 5- 9 4 9 -2 1 7 2 
寺 家 ㈲ 飯 田 ｻ ｯ ｼ ｾ ﾝ ﾀ ｰ 0 5 5- 9 4 9 -3 8 0 0 
南 條 ㈱ 飯 田 木 工 0 5 5- 9 4 9 -1 4 9 6 

中 昌 栄 電 化 0 5 5- 9 4 9 -0 5 9 7 

・伊豆の国市 新築、リフォーム助成事業にも対応いたします。 

・専門の技術を持った職 人集団です。建物に関するご 

相談は信頼 でき る地元業者へ。 

韮 山 建 設 組 合 
・どんな小さな工事でも 

お気軽にご相談ください。 伊豆長岡建設組合 

○どんな小さな工事でも、修理でもお気軽にご相談下さい。 

○御用命は、信頼できる地元の建設組合員へ！ 

－６月の主な行事、講演会予定など－ 

・6/07 経営改善貸付推薦団体連絡協議会(沼津) 

・6/07 建築無料相談(本会伊豆長岡支所) 

・6/08 三島税務連絡協議会（三島） 

・6/15 商工会伊豆地区連通常総会（松崎） 

・6/15 第3回住宅新築及びリフォーム事業審査会 

・6/15 県連専門スタッフ研修（静岡） 

・6/20 IZU食彩トレイドフェア作業部会 

・6/21 第91回駿豆地区商工振興懇話会事務局 

代表者会議（御殿場） 

・6/26 県経営支援課指導調査 

※耐震診断も行っています。 

◎毎月第2金曜日〈18：00～20：30〉商工会伊豆長岡支所にて開催しています。 

商工会建設部会の専門指導員が増改築の費用、工事規模、工期などについてのご指導 

・ご相談に応じます。 どなたもお気軽にご相談ください。 

高齢者よろず相談窓口（地域包括支援センター） 

高齢者の暮らしや介護などの相談に応じます。気軽に 

お電話・ご来所ください。お電話いただければ訪問して相 

談をお受けすることも可能です。 

北部地域包括支援センター（社会福祉協議会内） 

☎０５５－９４９－９２１３ 

【担当地区 旧韮山、旧長岡町の江間地区】 

南部地域包括支援センター（高齢者支援課内） 

☎０５５８－７６－８０１０ 

【担当地域 旧大仁、旧伊豆長岡町の江間地区以外】 

※6月の開催日は 6月7日（木） に変更されました。 

事業所名 代表者名 事業所名 代表者名 事業所名 代表者名 

土筆 松本　映子 小川　和彦 ＴＯＰａＺ 大石　尚正 

千暮里 菊地　郁子 太刀持労務管理事務所 渡辺　寛能 落合設備 落合　修平 

有限会社　石橋修建築設計室 石橋　修 株式会社　丸与産業土木 與五澤　廣美 笹屋 望月　謙治 

青年部長 山田　康之 伊海木工所 伊海　由治 植松家畜病院 植松　薫 

カータウン　ムーン 鈴木　利保 ＴＯＳＥＩ株式会社 王　平 花あかり 花木　美登里 

創信 中村　信之 土屋掃業 土屋　和弘 

Ｈａｉｒ　ｒｏｏｍ　ｉｒｉｅ 飯塚　利幸 ＴＡＳHＩＲＯ 田代　昌志 

地区 事　業　所　名 電　話 地区 事　業　所　名 電　話 

長岡 ㈱大谷戸建設 055-948-0437 古奈 大沢電気㈱ 055-948-1780 

〃 松田屋建築 055-948-0331 〃 谷口電気工業㈱ 055-948-0853 

〃 ㈲西島建築設計工務 055-948-0898 〃 ㈲山田設備工業所 055-948-3024 

〃 ㈲土屋製畳 055-948-0267 〃 鬼頭塗飾 055-947-0081 

〃 ㈲曽根原木工所 055-948-4589 墹之上 ㈲朝香工業所 055-947-0546 

〃 館林左官 055-948-3258 南江間 ㈱関野木工所 055-948-1054 

〃 ㈲古木硝子 055-948-2401 〃 ㈱インテリア山本 055-948-5111 

〃 ㈲三井設備 055-948-0622 北江間 ㈱朝香建設 055-947-1062 

小坂 花村畳店 055-948-1219 〃 青木木工 055-948-5113 

富士見 朝日塗装店 055-948-0504 〃 小沢建設 055-948-1533 

天野 石井建設㈱ 055-948-5054 〃 ㈲ダイエイ電気 055-947-1326
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